
琉球大学学術リポジトリ

沖縄県多良間島における伝統的社会システムの実態
と変容に関する総合的研究

言語: 

出版者: 高良倉吉

公開日: 2009-03-03

キーワード (Ja): 沖縄県多良間島, 伝統的社会システム,

八月踊り, 琉球, 水納島, スツウプナカ（豊年祭）

キーワード (En): Tarama Island, Okinawa Profecture,

Traditional society, Dance of August (8-gatsu odori),

The Ryukyus, Minna island, Sutsuupunaka(celebration

of a full harvest)

作成者: 高良, 倉吉, 池宮, 正治, 山里, 純一, 玉城, 政美,

川平, 成雄, 赤嶺, 政信, 狩俣, 繁久, 大胡, 太郎, Takara,

Kurayoshi, Ikemiya, Masaharu, Yamazato, Junichi,

Tamaki, Masami, Kabira, Nario, Akamine, Masanobu,

Karimata, Shigehisa, Ogo, Taro

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/9027URL



ろう7.'７
’

一ｍ

/７９ ？
！

平成９．１０．１１年度文部省科学研究費補助金（基盤研究Ｂ）
?,ｒ

Ｐ７

研究成果報告書

沖縄県多良間島における伝統的社会システムの

実態と変容に関する総合的研究

課題番号（０９４１００９５）

平成１２年３月

’
琉球大学附属図書館

|||||||||||||||||||||lllllll|||||||||||||||||||||’
００２００４４００８４９０

研究代表者高良倉 吉

琉球大学法文学部



はしがき－研究の経過と目的一

高 良倉 吉研究代表者

多良間村は多良間島・水納島の２つの有人島よりなる行政単位で、宮古島と石垣島のほ

ぼ中間に位置し、宮古郡に属している。主島の多良間島は東西約８ｋｍ、南北約６ｋｍ、

面積約20ｋ㎡、楕円形の小島である。全体が標高約10ｍの低平な島で、琉球石灰岩に覆わ

れている。多良間島に仲筋・塩川の２集落が、水納島には人口10名に満たない過疎化した

集落がある。2000年１月現在の村人ロは1431人（486世帯）である。

島の考古学的な調査は近年始まったばかりであり、宮古史・先島史のなかでどのような

歴史的位置を占めるか不明の点が多い。伝承では、島内にいくつもの単位集団（ムラ）が

存在し、それらが長い時間をかけながら集合し、現在の仲筋・塩川の２集落に統合された

という。古琉球期には士原豊見親と称される英雄がおり、首里王府に貢献した働きにより

はじめて「多良間島主」に任じられたという。

近世では「宮古島」（宮古郡に相当する行政単位名）を構成する平良・下地・砂川３問切

のいずれにも属さず、特別行政区「多良間島」（多良間島・水納島を総称する行政単位名）

として扱われていた。首里大屋子・塩川与人・水納目差・多良間目差の４職が暖役人とし

てこの島を統治し、その下に耕作筆者・杣山筆者・小横目などの役人が配置されていた。

島喚行政の拠点が「多良間島番所」（現在の村役場敷地）であり、島外とを結ぶ海上交通の

拠点として前泊浜（現在の前泊漁港）が用いられていた。1908年（明治41）施行の特別町

村制により平良村の所轄となり、1913年（大正２）には独立して多良間村となって現在に

及んでいる。

毎年旧暦８月に行われる豊年祭（八月踊り）は国の民俗無形文化財に指定されており、

多良間を代表する伝統行事として内外に知られている。宮古遠見や八重山遠見、土原豊見

親夫妻の墓、数々の御嶽、墓など名所旧跡の豊富さでも広く知られている。注目されるの

は､量的にかならずしも多いというわけではないが､多彩な古文書が島に伝承されており、

その中でも『多良間往復文書控』や親里家文書、系図家譜などは史料的価値が高い。

多良間村は『村誌たらま島』（1973年）を発刊した後、本格的な村史編集事業に取り組ん

でおり、島の芸能や民俗、古文書、近代資料を相次いで集成している。また、図書館を建

設したほか、ふれあい民俗館を開館させるなど文化事業にも熱心に取り組んでいる。

＊＊＊

ところで、私たち共同研究者が属する琉球大学法文学吾Bは、ここ５年ほど学部改組の荒

波にもまれてきた。史学科（史学・地理学）と文学科（国語国文学‘英文学)、社会学科の

３学科が統合されて人文学科が発足したかと思ったら、教養部廃止にともない再び編成替

えが断行され、史学・国語国文学・英文学で「国際言語文化学科」（日本文化・東洋文化.



、

英米文化・ヨーロッパ文化・言語情報の５専攻課程）を、考古学・地理学・社会学科系で

「人間科学科」をそれぞれ形成することとなった。その問、大学院人文社会科学研究科(修

士課程）が発足し、その中に「アジア社会文化」領域（日本史・東洋史・琉球史・考古学・

日本文学・中国文学・琉球文学・近代沖縄文学･日本語・中国語・琉球方言など）が誕生

した。こうした新事態を迎えて、教育・研究に従事する私たち教官がまずは一致団結する

ことが重要であり、教官のチームワーク・スピリッツの構築なしに新しい体制を効果的に

運用することはできないと思った。そのためには、共通の調査・研究目標を設定し、その

達成に向けて努力することである。文部省科学研究費補助金を申請し、プロジェクトチー

ムを結成したのはそのための一つの試みであった。

数度にわたる協議を経て、調査対象に多良間村を選んだ。歴史・文学・言語・民俗・経

済史の各分野において魅力的な問題を含んでいるのみならず、伝統芸能を対象に新しい調

査・記録方法のあり方を検討することも可能だからだ。つまり、一つのまとまりを持った

地域を相手として、共同で勉学できる条件を備えている。那覇から平良へ、平良から多良

間へと飛行機を乗り継いで行かねばならない距離感も好条件の一つである。さらには、沖

縄研究・琉球研究のなかでしばしば希薄となりがちな先島問題を、その「奥座敷」の－つ

である多良間を相手に自己認識を磨くという課題にも触れ合う。

そうした問題意識をふまえて、テーマを「沖縄県多良間島における伝統的社会システム

の実態と変容に関する総合的研究」とした。

＊＊＊

共同研究者以外の若手研究者や大学院生、地元専門家などにもお手伝いいただいて、各

種の資料調査やフィールドワークを展開した。調査結果がまとまった時点で何度か研究会

合を持ち、それぞれの成果を点検しあった。また、研究のとりまとめ時点においては、宮

古島の平良市で宮古郷士史研究会と共同でシンポジウムを開催し、多良間の専門家にも参

加していただいて、多良間をめぐる問題について討論した。

本成果報告書には、研究分担者による個別報告のほかシンポジウムの概要、関連記事、

そして多良間関係の文献リストを掲載している。多良間研究はもとより多良間という個`性

的な島填を通じて見える地域社会の実態、変容の問題を考える参考となればさいわいであ
る。

＊＊＊

本研究を進めるにあたり、渡久山春好先生をはじめとする多良間村の関係者、仲宗根將

二氏をはじめとする宮古郷士史研究会の方々、沖縄県立図書館宮古分館、大学院生の大城

涼子、城間有、中所亜紀、仲間恵子、学部学生の関戸塩、井川彦造の諸氏のお世話になっ

た。記して感謝の言葉をお伝えしたい。
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